
東京経済大学 コミュニケーション科学 35 号 1

1 月 31 日 初 　校 -0
1106754 精臆社

コミュニケーション科学

第 35号　2012年 3月

目　　　次
林　龍二教授退任記念号

林　龍二教授近影
林　龍二教授の退職記念号に寄せて …………………………………渡　辺　　　潤… 3
林　龍二氏年譜ならびに主要業績目録
日本の決断（番外編）　―　決断できなかった日本　―　 ……………林　　　龍　二… 11

　論　　文

父さんは犬　―　広告における擬人化 …………………………………関　沢　英　彦… 19
人生評価に及ぼす誕生日の心理的効果 ………………………………川　浦　康　至… 49
企業不祥事の構造的要因に関する広報学上の課題
　　―　食品業界の不祥事を事例として　―　 …………………………駒　橋　恵　子… 63
地域における情報コミュニケーション
　　―　「郡上村」の情報通信メディア利用から　―　 ………………安　藤　明　之… 93
 川　又　　　実
「新しい新聞学」の誕生と「マスコミ」論の影響　―　井口一郎に
　始まる戦後の“アメリカ種”研究の移入　―　 ……………………田　村　紀　雄…123
「英語コミュニケーション」の授業における筆記・書写活動の取り組み
　　―　東京経済大学での実践報告　―　 ………………………………三　宅　ひろ子…135
 大和久　吏　恵
歩きて街に文字を刻む　―　ポール・オースター
　『ガラスの街』の間テクスト的分析　―　 …………………………成　瀬　　　厚…153
大学新卒者採用における「求める人材像」の業種別傾向に関する研究
　～企業ウェブサイトの発信メッセージ分析を通して～ …………岩　崎　　　暁…179
 西久保　日出夫
〈言語を語る言語〉の不自由 ……………………………………………川　原　潮　子…209

　研究ノート

World Tea Party Yokohama　―　Vancouverから ……………………大　榎　　　淳…233

　報　　告

博士学位論文・修士学位論文一覧（2010年度） …………………………………………237

 



『コミュニケーション科学』投稿規程

2002年 12月　改訂
　
1．投稿資格　本会の会員および研究・教育機関に所属する研究者（大学院生を含む）また
はそれに準ずる経歴を持つ方は投稿資格を持ちます。広く「コミュニケーション科学」
に関する研究成果の投稿を歓迎します。

2．原稿枚数　原稿枚数は原則として次の通りとします。
論文　　　：400字詰原稿用紙 80枚（注及び図・表などを含む）以内
　　　　　　（欧文の場合，A4版ダブルスペース 1行 60― 70字，28行― 32枚以内）。
研究ノート：同じく 60枚以内（欧文，同じく 24枚以内）。
資料　　　：コメントを含む。同じく 30枚以内（欧文，同じく 24枚以内）。
翻訳　　　：コメントを含む。同じく 30枚以内（欧文，同じく 24枚以内）。
書評　　　：同じく 15枚前後（欧文，同じく 6枚前後）。
評論・報告：同じく 60枚以内（欧文，同じく 24枚以内）。
　なお，原稿には必ず「欧文タイトル」と「欧文氏名」をつけ，所定の執筆申込み用紙
に他の必要事項とともに記入し，原稿と一緒に提出して下さい。外部からの投稿の場合
には，事前に執筆申込み用紙をお取り寄せ下さい。

3．コミュニケーション科学付属 CD-ROMへの投稿　コミュニケーション科学付属
CD-ROMへ投稿する場合には，容量や動作環境の問題がありますので，あらかじめ編集
委員会までご連絡下さい。また，付属 CD-ROMのある号の発行時期との関係で，掲載が
多少遅れる場合があります。

4．投稿形式　原稿は原則としてワープロ，パソコンでプリントアウトしたものとし，フロ
ッピー・ディスクを添付して下さい。なるべくMS-DOSのテキストファイルで提出して
下さい。なお，カラー印刷など，特別な処理を必要とする場合には必要経費をご負担い
ただくことがあります。

5．審査　投稿，依頼を問わず，寄稿された原稿（コミュニケーション科学付属 CD-ROMも
含む）を掲載するか否かは，編集委員会で審査の上決定します。査読に要する時間の関
係で，掲載が多少遅れる場合もあります。

6．校正　校正は著者校正を原則とします。審査制度を設けている関係で，掲載決定後の校
正段階での誤植以外での修正は原則として認めません。校正段階での大幅な加筆のあっ
た場合，掲載延期または掲載取消とし，組み替えなどによる必要経費はご負担いただく
ことになります。

7．原稿送付先および問い合わせ先は，次の通りです。
　
〒 185―8502　国分寺市南町 1―7―34　東京経済大学コミュニケーション学部

東京経済大学コミュニケーション学会
コミュニケーション科学編集委員会
電話　042（328）7743　FAX　042（328）7772



執 筆 者 紹 介（掲載順）

渡　辺　　　潤　　　本学コミュニケーション学部長・教授
林　　　龍　二　　　本学コミュニケーション学部元教授
関　沢　英　彦　　　本学コミュニケーション学部教授
川　浦　康　至　　　本学コミュニケーション学部教授
駒　橋　恵　子　　　本学コミュニケーション学部准教授
安　藤　明　之　　　本学コミュニケーション学部教授
川　又　　　実　　　本学コミュニケーション学研究科　博士後期課程在学
田　村　紀　雄　　　本学名誉教授
三　宅　ひろ子　　　本学経営学部特任講師
大和久　吏　恵　　　本学経済学部特任講師
成　瀬　　　厚　　　本学コミュニケーション学部非常勤講師
岩　崎　　　暁　　　本学コミュニケーション学研究科　博士後期課程在学
西久保　日出夫　　　本学コミュニケーション学研究科　修士課程在学
川　原　潮　子　　　元朝日新聞社勤務
大　榎　　　淳　　　本学コミュニケーション学部准教授
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□　送付に関するお問い合わせ先

本学では，「紀要」交換業務は，図書館が行なっております。

　　東京経済大学図書館・「紀要」担当

　　〒 185―8502　東京都国分寺市南町 1―7―34
　　電話 042―328―7763（直通）　　FAX　042―328―7777



おことわり

この DVDは一部の DVDプレーヤによっては

再生ができない場合がございます。




